


海
浜
植
物
の

力
強
さ
に
感
動
。

表紙の
人 lノ
オて

タ
(
ア
ロ
マ
・
ガ
ー
デ
ン
)

大
井
陽
子
さ
ん

(
富
山
女
子
短
期
大
学
)

信
れ
に
{
向
か

万
葉
集
に
も
詠
わ
れ
た
白
砂
青
松
の
松
田
江
浜
。
そ

の
一
角
に
氷
見
市
海
浜
植
物
園
が
あ
り
ま
す
。
さ
っ
そ
く

植
物
園
の
高
倉
さ
ん
に
案
内
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

ま
ず
最
初
は
熱
帯
・
亜
熱
帯
の
海
岸
や
河
口
に
あ
る
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
林
が
再
現
さ
れ
た
〈
温

し
ち
ゅ
う
と
ん

室〉
。
ど
の
植
物
も
タ
コ
の
足
の
よ
う
な
根
が
特
徴
的
で
す
。
「
こ
れ
は
麦
柱
根
と
い
っ
て
、
不

安
定
な
泥
地
で
か
ら
だ
を
支
え
た
り
、
大
気
中
か
ら
酸
素
を
吸
収
す
る
た
め
の
も
の
な
ん
で

た
い
せ
い
し
ゅ
し

す」
。
「
ま
た
、
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
の
種
は
胎
生
種
ヲ
す
と
い
っ
て
樹
上
で
発
芽
し
、
少
し
成
長
し
て

か
ら
落
下
し
ま
す
。
水
中
で
腐
っ
た
り
沖
合
い
に
流
さ
れ
た
り
し
な
い
た
め
の
知
恵
な
ん
で
す

よ
」
と
高
窟
さ
ん
。

中
庭
の
〈
展
示
庭
園
〉
に
は
日
本
各
地
の
海
浜
植
物
が
集
め
ら
れ
て
い
る
ほ
か
、
〈
海
浜
散

策
園
〉
で
は
、
松
林
の
遊
歩
道
や
海
岸
の
木
道
を
散
策
し
な
が
ら
海
辺
の
植
物
を
観
察
で
き
ま

す
。
「
み
ん
な
、
乾
燥
や
強
風
、
海
水
の
影
響
な
ど
厳
し
い
環
境
に
適
応
し
な
が
ら
、
た
く
ま

し
く
生
き
て
い
る
ん
で
す
。
六
月
に
小
さ
な
花
を

つ
け
る
ハ
マ
ボ
ウ
フ
ウ
な
ど
は
地
上
部
分
の
長
さ

が
十
セ
ン
チ
ほ
ど
な
の
に
、
根
の
長
さ
は
三
メ
ー

ト
ル
に
も
な
る
ん
で
す
よ
」
。
生
命
の
力
強
さ
に
思

わ
ず
感
動
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

さ
て
、
こ
の
植
物
園
は
眺
め
の
よ
さ
も
魅
力
の

一
つ
。
特
に
四
階
の
ス
力
イ
レ
ス
ト
ラ
ン
は
ガ
ラ

ス
張
り
で
青
い
海
が
一
望
で
き
ま
す
。
パ
ス
タ
も

本
格
的
で
と
っ
て
も
お
い
し
い
ん
で
す
よ
。
夜
九

時
三
十
分
ま
で
営
業
し
て
い
る
の
で
漁
火
を
眺
め

な
が
ら
デ
ィ
ナ
ー
と
い
う
の
も
素
敵
で
す
よ
ね
。

海
辺
の
植
物
を
テ
ー
マ
に
し
た
全
国
初
の
植
物

園
、
皆
さ
ん
も
訪
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。

氷見市柳田3583 ft0766-91-0 100 

午前9時~午後5時

(ア月 20 日~8月 31 日は午後 7時まで)

(11 月~2月は午後4時30分まで)

休園田火曜日 (祝日除く)

祝日の翌巴(土、目、祝日除く)

入観料一般 600円

小中掌笠 300円

交通のご案内

JR氷見線島尾駅から徒歩 15分

※氷男市海浜植物園の入園券を

5名の方にプレゼン卜します。

ご希望の方は 12ページをご覧

ください。

所在地

開園時間

つ
で
羽
ば
た
ぐ

f

内

の

中

学

三

年

生
。
コ
ン
テ
ス
ト
の

後
も
陸
上
や
コ
ー

ラ
ス
な
ど
ふ
つ
う

の
中
学
校
生
活
を

送
っ
て
い
ま
す
が
、

月
に

二
回
、
単
身

で
上
京
し
、
演
技

や
歌
、
ダ
ン
ス
な

ど
の
特
訓
を
受
け

て
い
ま
す
。

「
毎

日
忙
し
い
で
す
が
、
学
校
も
レ
ッ
ス
ン
も
楽
し
い
で

す
よ
」
。
は
た
目
に
は
ハ
ー
ド
に
見
え
る
生
活
も
、
夢

へ
向
か
っ
て

一
歩

一
歩
進
ん
で
い
る
彼
女
に
と
っ
て

は
全
く
苦
に
な
ら
な
い
よ
う
で
す
。

こ
の
四
月
に
は
、
第

一
回
「
悌
オ
ス
カ

l
グ
ラ
ビ

ア
グ
ラ
ン
プ
リ
」
と
し
て
マ
ス
コ
ミ
に
も
登
場
。
選

ば
れ
た
六
名
の
中
で
池
端
さ
ん
は
最
年
少
、
し
か
も

モ
デ
ル
活
動
の
実
績
が
な
い
の
も
彼
女
だ
け
で
し
た
。

そ
れ
だ
け
に
、
将
来
性
を
買
わ
れ
て
の
大
抜
擢
と
い
っ

て
よ
い
で
し
ょ
う
。

「
将
来
は
世
界
に
通
用
す
る
モ
デ
ル
に
な
り
た
い
」

と
語
る
池
端
さ
ん
。
中
学
校
卒
業
後
は
、
東
京
の
高

校
に
進
み
、
本
格
的
な
芸
能
活
動
に
入
る
予
定
で
す
。

彼
女
の
こ
れ
か
ら
の
活
躍
に
ま
す
ま
す
目
が
離
せ
ま

せ
ん
。

「
自
分
の
名
前
が
呼
ば
れ
た
と
き
は
、
も
う
び
っ

く
り
!
思
わ
ず
涙
が
あ
ふ
れ
で
き
ま
し
た
」
と
語
る

の
は
、
昨
年
八
月
に
開
催
さ
れ
た
「
第
七
回
全
日
本

国
民
的
美
少
女
コ
ン
テ
ス
ト
」
で
審
査
員
特
別
賞
を

受
賞
し
た
池
端
忍
さ
ん
。
こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
は
、
こ

れ
ま
で
藤
谷
美
紀
や
佐
藤
藍
子
ら
を
輩
出
し
て
お
り
、

今
回
の
応
募
者
は
過
去
最
高
の
十
五
万
千
三
百
人
余

り
。
そ
の
激
戦
を
勝
ち
抜
き
、
受
賞
者
七
名
の
中
に

選
ば
れ
た
の
で
す
。

池
端
さ
ん
が
、
コ
ン
テ
ス
ト
を
受
け
た
の
は
、
お

父
さ
ん
の
友
人
に
薦
め
ら
れ
た
の
が
き
っ
か
け
。
「以

前
か
ら
芸
能
界
に
憧
れ
て
い
た
の
で
思
い
き
っ
て
応

募
し
て
み
ま
し
た
が
、

自
信
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
」
。

と
こ
ろ
が
、
書
類
審
査
、
地
方
予
選
、
そ
し
て
つ
い

に
は
二
十
人
し
か
残
れ
な
い
本
選
ヘ

。
「
モ
デ
ル
、
演

技
、
歌
の
審
査
で
し

た
が
、
そ
れ
ほ
ど
緊

張
し
ま
せ
ん
で
し
た

ね」

。
百
七
十
セ
ン

チ
の
長
身
や
素
敵
な

笑
顔
も
さ
る
こ
と
な

が
ら
、
そ
の
度
胸
の

良
さ
が
、
審
査
員
の

心
を
と
ら
え
た
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

現
在
は
、
富
山
市

...砂浜に続く木道 (海浜散策園)
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...ス力イレストランから見た温室と展示庭園企眺めのよいス力イレストラン。
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が
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1
地
球
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や
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富
山
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国
際
健
康
プ
ラ
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募
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②
富
山
l

函
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便
再
開

エ
ッ
セ
イ

羽
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由
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富
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パ
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ロ
ッ
ト
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ク
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イ
ス
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2 

ぜ
地
味
を

i

j

j

-

未
来
に
引
き
継
ぐ
た
め
に

か
け
、
が
え
の
な、

j
地
球
に
や
さ
し
い
と
や
ま
プ
ラ
ン

を
つ
く
り
ま
し
た
。

(
富
山
県
地
球
環
境
保
全
行
動
計
画
)

V
急
発
進

・
急
加
速
を
避
け
る
。

V
長
時
間
の
暖
機
運
転
や
ム
ダ
な
ア
イ
ド
リ
ン
グ
を
控
え
る
o

V
マ
イ
カ
ー
と
公
共
交
通
機
関
を
組
み
合
わ
せ
て
利
用
す
る

パ
l
ク
ア
ン
ド
ラ
イ
ド
方
式
で
通
勤
す
る
な
ど
、
で
き
る

だ
け
マ
イ
カ
ー
の
使
用
を
控
え
る
。

地
球
は
参
。

地
球
温
暖
化
、
オ
ゾ
ン
層
の
磁
壊
、
酸
性
雨
:
:
:
。
今
日
の
環
境
問
題
は
、

地
球
規
模
の
空
間
的
広
が
り
と
将
来
の
世
代
に
も
わ
た
る
時
間
的
広
が
り
を

持
っ
て
お
り
、
人
類
の
生
薄
曇
鑓
に
深
刻
な
影
響
を
及
ぼ
し
か
ね
な
い
重
要

か
つ
緊
急
の
課
題
で
す
。

こ
れ
ら
の
多
く
は
、
豊
か
で
便
利
に
な
っ
た
私
た
ち
の
日
常
生
活
や
、

資
源
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
大
量
消
費
を
伴
う
事
業
活
動
が
原
因
と
な
っ
て
お
り
、

そ
の
解
決
に
は
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
や
社
会
経
済
シ
ス
テ
ム
そ
の
も
の
を

見
直
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

環
境
へ
の
負
荷
の
少
な
い
社
会
を
実
現
し
、
か
け
が
え
の

な
い
地
球
環
境
を
未
来
に
引
き
継
ぐ
た
め
に
:
:
:
。
行
政
だ
け

で
な
く
、
県
民
、
事
業
者
な
ど
一
人
ひ
と
り
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の

立
場
で
取
り
組
む
こ
と
が
、
い
ま
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

県
で
は
、
こ
の
よ
う
な
地
球
環
境
問
題
に
対
応
し
て
い
く
た
め
、
地
球
に

や
さ
し
い
と
や
ま
プ
ラ
ン
(
富
山
県
地
球
環
償
保
全
行
動
計
画
)
を
策
定
し

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
県
民
、
事
業
者
、
行
政
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
定
め
、

取
り
組
む
べ
き
行
動
を
具
体
的
に
提
案
す
る
も
の
で
す
。

皆
さ
ん
も
、
ぜ
ひ
、
こ
の
計
画
を
道
し
る
べ
と
し
て
、
で
き
る
こ
と
か
ら

実
践
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

地
球
は
舎
、
私
た
ち
の
行
動
を
待
っ
て
い
ま
す
。

h
ヨ
V
境
に
配
慮
し
た

信
也
マ
イ
カ
ー
利
用

ー
環
境
に
や
さ
し
い
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
め
ざ
そ
う
。

j

かけがえのない地球を未来に引き継ぐために
~地球にやさしいとやまプラン(富山県地球環境保全行動計画)をつくりました。~

eエ
ネ
ル
ギ
ー

②

資

源

リ

サ

イ

ク

ル

V
冷
暖
房
は
適
正
温
度
を
保
つ
。
(
冷
房
は
お
℃
、

暖
房

は
四
℃
が
目
安
)

V
カ
ー
テ
ン
や
ブ
ラ
イ
ン
ド
の
利
用
で
冷
暖
房
の
効
率
を

上
げ
る
。

V
断
熱
材
や
複
層
ガ
ラ
ス
を
使
用
し
て
住
宅
を
高
断
熱
化

す
る
。

V
家
電
製
品
は
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
型
の
も
の
を
購
入
す
る
o

V
テ
レ
ビ
、
照
明
器
具
等
は
こ
ま
め
に
消
す
。

V
長
期
間
使
用
し
な
い
家
電
製
品
の
待
機
電
力
消
費
を
避

け
る
。
(主
電
源
を
オ
フ
に
す
る
か
、
コ
ン
セ
ン
ト
を

抜
く
)

構築

ちなみに、

テレビを 1日1時間消すと 1年で…
電気40.2kWh，C024.8kgの削減となり 、

電気代も約900円節約できます。

V
空
き
缶
、
ト
レ

1
、
紙
パ

ッ
ク
、
ペ

ッ
ト
ボ
ト
ル
等
の
庖
頑

固
収
、
拠
点
回
収
に
協
力
す
る
。

V
ご
み
の
分
別
収
集
に
積
極
的
に
協
力
す
る
o

v買
い
物
に
は
バ

ッ
グ
や
袋
を
持
参
す
る
。

V
詰
め
替
え
用
の
商
品
を
購
入
し
、
容
器
を
再
利
用
す
る
o

v
エ
コ

マ
l
ク
や
グ
リ
ー
ン
マ

l
ク
の
対
象
商
品
(
再
生
品
や

リ
サ
イ
ク
ル
原
料
を
利
用
し
た
製
品
)
を
購
入
す
る
。

主な地球環境問題

地
球
温
暖
化

社
会
経
済
活
動
に
伴
い
、
二
酸
化
炭
素
、
メ

タ
ン
等
の
温
室
効
果
ガ
ス
(
温
室
の
ガ
ラ
ス
の

よ
う
に
地
球
の
熱
を
逃
が
さ
な
い
役
割
を
す
る

気
体
)
が
増
加
し
て
気
温
が
高
く
な
る
こ
と
を

い
い
、
海
面
の
上
昇
や
異
常
気
象
の
頻
発
等
が

懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

オ
ゾ
ン
層
の
破
壊

機
械
の
洗
浄
剤
や
冷
媒
(
冷
蔵
庫
や
エ
ア
コ

ン
の
ガ
ス
な
ど
)
に
使
用
さ
れ
る
フ
ロ
ン
等
が

大
気
中
に
放
出
さ
れ
、
地
球
の
成
層
圏
に
あ
る

オ
ゾ
ン
層
が
破
壊
さ
れ
る
と
と
を
い
い
、
育
室
口

な
紫
外
線
の
増
加
に
よ
っ
て
、
人
の
健
康
や
生

態
系
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
懸
念
さ
れ
て
い

ま
す
。

酸
性
雨

石
油
、
石
炭
等
の
燃
焼
に
よ
っ
て
大
気
中
に

排
出
さ
れ
る
硫
黄
酸
化
物
や
窒
素
酸
化
物
等
が

上
空
で
雨
雲
に
取
り
込
ま
れ
、
酸
性
度
の
強
い

雨
が
降
る
ご
と
を
い
い
、
森
林
な
ど
の
生
態
系
や

農
作
物
へ
の
影
響
等
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

ちなみに、

1日5分、不要な

アイドリングを

やめると 1年で…
ガソリン 25.6e 
C0216.4kgの削減となり 、

ガソリン代も約2，800円節約

できます。

@
ロ
ン
対
策

-
冷
蔵
庫
や
エ
ア
コ
ン
な
ど
、
ア
ロ
ン
を
冷
媒
に
使
用
し
た
家

電
製
品
を
修
理
ま
た
は
廃
棄
す
る
際
に
は
、
フ
ロ
ン
の
回
収

を
行
う
家
電
販
売
業
者
等
に
依
頼
す
る
。

・
一
般
廃
棄
物
と
し
て
市
町
村
の
ご
み
集
積
場
等
へ
出
す
場
合

は
、
市
町
村
の
フ
ロ
ン
回
収
事
業
に
協
力
す
る
。

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
た
め
の
ち
ょ
っ
と
し
た

O
が
け
や

大
量
消
費
・
大
量
廃
棄
の
見
直
し
、
公
共
交
通
機
関
の
利

用
や
ア
イ
ド
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
プ
な
ど
を
通
じ
て
、
環
境
に

や
さ
し
い
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
身
に
つ
け
て
く
だ
さ
い
。
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かけがえのな~、地球を未来に引き継ぐために
~地球にやさしいとやまプラン(富山県地味環窮保全行動計画)をつくりました。~構築

hヨ
M
F

境
に
配
慮
し
た

信
指
交
通
利
用

j
環
境
に
や
さ
し
い
事
業
活
動
を
め
ざ
そ
う
。

4 

V
船
舶
、
鉄
道
に
よ
る
貨
物
輸
送
へ
転
換
す
る
。

V
低
燃
費
の
自
動
車
や
電
気
自
動
車
、
ハ
イ
ブ
リ

ッ
ド
車

等
の
低
公
害
車
を
導
入
す
る
。

V
ア
イ
ド
リ
ン
グ

・
ス
ト

ッ
プ
な
ど
に
職
場
ぐ
る
み
で

取
り
組
む
。

V
ノ

1
マ
イ
カ
ー
デ

l
を
設
定
す
る
な
ど
、
マ
イ
カ
ー

通
勤
を
抑
制
す
る
。

V
共
同
輪
配
送
の
推
進
、
帰
り
荷
の
確
保
、
発
注
・
輸
送

の
計
画
化
な
ど
に
よ
り
、
配
送
効
率
の
向
上
や
物
流

の
合
理
化
を
進
め
る
。

mヨェ一切一け]、つ富市
H

a巳
コ
ネ
J
ギ
l
の
育
効
利
用

V
コ
ピ

l
機
や
ワ
ー
プ
ロ
等
の

O
A
機
器
の
電
源
を
、
不
要
時

に
は
オ
フ
に
す
る
。

V
過
度
の
屋
外
照
明
や
ネ
オ
ン
サ
イ
ン
を
自
粛

・
時
間
短
縮
す

す

Q

。

V
冷
暖
房
や
照
明
は
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
型
の
も
の
を
使
用
す
る
o

vボ
イ
ラ
ー
や
焼
却
炉
の
廃
熱
利
用
や
、
コ
ジ
ェ
ネ
レ

l
シ
ョ

ン
(
熱
電
併
給
)
シ
ス
テ
ム
の
導
入
を
図
る
。

V
太
陽
熱
利
用
、
太
陽
光
発
電
な
ど
、
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
利
用
を
進
め
る
。

干

"/ 

圃同同』

てヨ込.."...・

;討
②

資

源

リ
サ
イ
ク
ル

【
方
フ
ィ
ス
で
】

V
コ
ピ

l
用
紙
等
の
節
約
に
努
め
、
古
紙
の
回
収
を
進
め
る
o

v情
報
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
等
に
よ
り
オ
フ

ィ
ス
の
ペ

ー

パ
ー
レ
ス
化
を
進
め
る
。、:玄b

【
生
産
工
程
等
で
】

V
廃
棄
物
を
減
量
す
る
と
と
も
に
、
再
資
源
化
や
有
効
利
用
を

進
め
る
。

V
こ
ん
包
・
包
装
の
簡
易
化
や
、
こ
ん
包
材
の
再
利
用
を
進
め
る
o

v土
木
工
事
等
で
発
生
す
る
建
設
廃
材
や
汚
泥
な
ど
に
つ
い

て
、
有
効
利
用
を
図
る
。

当
ヨ
M
F

境
に
配
慮
し
た

，
出
也
交
通
施
策

j
環
境
に
や
さ
し
い
地
場
づ
く
り
を
め
ざ
し
ま
す
。

が
取
り
組
む
こ
と

h
ヨ
V
境
に
配
慮
し
た

4
u
w
地
域
エ
ネ
ル
ギ
ー
施
策
の
推
進

V
河
川
水
等
の
温
度
差
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
利
用
し
た
発
電
、
熱
供

給
シ

ス
テ
ム
等
を
普
及
促
進
す
る
。

V
農
業
用
用
排
水
路
で
の
小
規
模
水
力
発
電
の
導
入
を
進
め
る
o

vご
み
処
理
の
広
域
化
を
進
め
る
と
と
も
に
、
焼
却
余
熱
の
発

電
等
へ

の
利
用
、
ご
み
か
ら
製
造
さ
れ
た
固
形
燃
料
の
有
効

利
用
を
推
進
す
る
。

V
再
開
発
地
域
等
に
お

け
る
地
域
冷
暖
房
を

推
進
す
る
。

企ごみ固形燃料

b
刈同
V

棄
物
の
抑
制
、

信
仲
間
唱
資
源
化
の
推
進

V
リ
サ
イ
ク
ル
セ

ン
タ
ー
等
の
資
源
回
収
設
備
や
、
不
要
品
の

補
修
・

展
示
施
設
を
整
備
す
る
。

V
公
共
変
通
機
関
の
利
便
性
向
上
や
、
パ

ー
ク

ア
ン
ド
ラ
イ
ド
方
式
に
よ
る
通
勤
の
普
及
啓

発
に
努
め
る
。

V
民
間
に
お
け
る
円
滑
な
低
公
害
車
導
入
に
つ

い
て
、
普
及
啓
発
に
努
め
、
助
成
す
る
。

企この夏、アルペンルートに導入される

予定のハイブリ ッドパス

@
ロ
ン
回
収
の
推
進

V

一
般
廃
棄
物
の
処
理
ル

l
ト
に
お
い
て
、
冷
蔵
庫
や

エ
ア
コ

ン
な
ど
か
ら
の
フ
ロ
ン

回
収
を
進
め
る
o

V
フ
ロ
ン
回
収
機
器
の
導

入
に
対
す
る
融
資
や
必

要
な
情
報
提
供
を
行
う
o

V
フ
ロ
ン
回
収
の
必
要
性

や
、
回
収
費
用
等
の
合

理
的
な
負
担
に
つ
い
て
、

普
及
啓
発
に
努
め
る
。

地
球
環
境
保
全
に
向
け
た
各
種
制
度
や
社
会
資
本
の
整

備
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
普
及
啓
発
や
情
報
提
供
に
よ

り
県
民
、
事
業
者
の
取
り
組
み
を
宣
援
し
ま
す
。

h
ヨM
F

境
に
配
慮
し
た

惇

堵

企

業

活

動

V
国
際
規
格

(
I
S
0
1
4
0
0
0
シ
リ
ー
ズ
)
に
沿

っ
た
環

境
管
理
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
。

V
大
気
汚
染
物
質
や
水
質
汚
濁
物
質
の
排
出
を
削
減
す
る
o

v環
境
へ
の
負
荷
の
少
な
い
原
材
料
を
採
用
す
る
。

V
製
品
の
製
造
過
程
だ
け
で
は
な
く
、
使
用
や
、
廃
棄
物
と
し
て

処
理
さ
れ
る
過
程
も
含
め
た

一
連
の
流
れ
の
中
で
、
総
合
的

に
環
境
へ
の
負
荷
を
低
減
す
る
よ
う
努
め
る
。

企
業
活
動
に
伴
う
環
境
へ
の
負
荷
は
社
会
全
体
の
申
で

大
き
な
部
分
を
占
め
て
い
ま
す
。
法
令
等
に
基
づ
く
規
制

の
遵
{
寸
に
と
ど
ま
ら
ず
、
事
業
活
動
が
環
境
に
配
慮
し
た

も
の
と
な
る
よ
う
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
く
だ
さ
い
。

県
で
は
、
「
と
や
ま
環
境
財
団
」
と
も
連
携
し
、
本
計
画
の

周
知
を
は
じ
め
と
す
る
普
及
芭
発
に
努
め
る
と
と
も
に
、
県
民
、

事
業
者
の
取
り
組
み
を
麦
援
し
て
い
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
設
立
し
た
「
環
日
本
海
環
境
協
力
セ
ン
タ
ー
」

に
お
い
て
情
報
の
収
集
・
提
供
、
調
査
研
究
、
技
術
者
の
育
成

を
実
施
す
る
な
ど
、
環
日
本
海
地
域
に
お
け
る
環
境
保
全
と
国

際
貢
献
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

さ
ら
に
、
県
自
身
も
事
業
者
の
一
員
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
昨

年
策
定
し
た
「
環
境
に
や
さ
し
い
県
庁
行
動
計
画
(
県
庁
工
コ

プ
ラ
ン
)
」
に
墓
づ
き
、
率
先
し
て
、
環
境
に
配
慮
し
た
事
業

活
動
の
実
現
に
取
り
組
む
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

企県でも、公用車としてハイブリ ッド車を購入する予定です。

-
問
合
せ
/
県
庁
環
境
保
全
課

2
0
7
6
4
(糾
)
3
1
4
5

5 





《クローズアッヌ》

立山カルデラ砂防博物館

は
ず「
。立

し山
か」
しと

い
そう
のと
す
ぐ観
南光
側富
にで
広に
が ぎ
るわ
.llつ
山守
力山
ル黒
主部
フヲフ

l事ル
忌 ベ
タ'j. 'J 

iこル
智 l
b ト

れを
て思
いい
ま浮
世 か
rv I丈

る
方
が
多
い

もうすぐオープン

立
山
カ
ル
デ
ラ
は
、
約
十
万
年
前
に
立
山
の
火
山
活
動
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
弥
陀
ケ
原
台
地
が
、
そ

の
後
、
常
願
寺
川
に
浸
食
さ
れ
て
で
き
た
東
西
約
六
・
五
キ
ロ
、
南
北
約
四
・
五
キ
ロ
の
く
ぼ
地
(
カ
ル

デ
ラ
と
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
で
「
大
鍋
」
の
意
昧
)

0

4

フ
か
ら
一
四

O
年
前
(
安
政
五
年
)
の
大
地
震
で
は
、

大
鳶
山
・
小
鳶
山
の
大
崩
壊
に
よ
っ
て
大
量
の
土
砂
が
流
入
し
ま
し
た
。
カ
ル
デ
ラ
内
に
は
今
も
約
二
億

立
万
メ
ー
ト
ル
も
の
土
砂
が
残
っ
て
お
り
、
こ
れ
が
一
気
に
流
れ
出
す
と
富
山
平
野
が
二
メ
ー
ト
ル
も
埋

ま
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
こ
の
土
砂
か
ら
県
民
の
生
命
、
財
産
を
守
る
た
め
、
カ
ル
デ
ラ
内
で
は
明
治
三
十

九
年
以
来
九
十
年
間
に
わ
た
り
、
わ
が
国
を
代
表
す
る
砂
防
事
業
が
続
け
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。

県
と
建
設
省
が
共
同
で
建
設
を
進
め
て
き
た
立
山
カ
ル
デ
ラ
砂
防
博
物
館
は
、
こ
の
「
知
ら
れ
ざ
る
も

う
ひ
と
つ
の
立
山
」
に
ス
ポ
ッ
ト
を
あ
て
る
も
の
で
、
お
そ
ら
く
世
界
初
の
、
砂
防
を
テ
l
マ
と
し
た
博
物

館
で
す
。
現
在
、
六
月
三
十
日
の
オ
ー
プ
ン
に
向
け
た
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
一
足
先
に
そ
の

概
要
を
ご
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

』
司
立
山
カ
ル
デ
ラ
の
全
景

4

司
昨
年
の
カ
ル
デ
ラ
砂
防
見
学
会

-
新
し
い
タ
イ
プ
の
博
物
館

立
山
駅
前
に
あ
る
「
屋
内
博
物
館
」
と
、
カ
ル
デ
ラ
そ
の
も
の
を
展
示
物
と
す
る

「野

外
博
物
館
」
の
二
つ
か
ら
構
成
さ
れ
て
お
り
、
従
来
型
の
屋
内
展
示
だ
け
で
な
く
、
体
験

学
習
会
と
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
カ
ル
デ
ラ
の
自
然
や
砂
防
事
業
の
実
態
を
理
解
で
き
る

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
さ
に
、
新
し
い
博
物
館
の
あ
り
方
を
提
示
す
る
も
の
と
も
い
え
ま
す
。

‘富山平野に押し寄せた

大転石 (実物大の模型)

屋
内

j博.
物 j

館

A 立山カルデラの大型地形ジオラマ

一
階
に
は

〈
大
型
映
像
ホ
l
ル
〉
が
あ
り
、
日
本
最
大
級

3
2
0
イ
ン
チ
の

3
D

(
立
体
)
ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
画
面
で
立
山
カ
ル
デ
ラ
の
風
景
や
安
政
の
大
災
害
に

つ
い

て
の
迫
力
あ
る
映
像
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

二
階
の

〈立
山
カ
ル
デ
ラ
展
示
室
〉
に
は
立
山
カ
ル
デ
ラ
の
大
型
地
形
ジ
オ
ラ
マ
、

ア
ニ
メ
と
カ
ラ
ク
リ
舞
台
で
再
現
し
た
安
政
の
大
災
害
シ

ア
タ
ー
、
降
雨
体
験
装
置

な
ど
が
あ
り
、
山
が
崩
れ
て
土
砂
が
生
ま
れ
る
様
子
や
、

土
砂
が
日
本

一
の
急
流

常
願
寺
川
を
流
れ
く
だ
る
災
害
の
お
そ
ろ
し
さ
を
体
験
で
き
ま
す
。

ま
た

〈
S
A
B
O
展
示
室
〉
は
、
立
山
カ
ル
デ
ラ
内
で
行
わ
れ
て
い
る
砂
防
事
業

を
中
心
に
紹
介
す
る
コ

ー
ナ
ー
で
、

資
材
や
作
業
員
を
運
ぶ
工
事
用
ト
ロ

ッ
コ
が
実

車
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
ト
ロ

ッ
コ
の
客
車
は
砂
防
工
事
の
歴
史
な
ど
を
紹
介
す
る

ブ

l
ス
に
な

っ
て
お
り
、
そ
の
う
ち
の

一
両
で
は
立
山
カ
ル
デ
ラ
ヘ
向
か
う
ト
ロ

ッ

コ
か
ら
見
た
風
景
が
放
映
さ
れ
、
ト
ロ

ッ
コ
ツ
ア
l
の
雰
囲
気
が
体
験
で
き
ま
す
。

野
外
ゾ
ー
ン

「
現
地
そ
の
も
の
が
野
外
展
示
物
」
と
し
て
、
砂
防
事
業
を
実
際
に
目
で
見
、
体
験
し

て
い
た
だ
く
た
め
の
学
習
見
学
会
を
、
七
月
j
十
月
の
概
ね
週
二
回
、
専
属
解
説
員
の
添

乗
の
う
え
開
催
す
る
と
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

[
実
施
日
]

原
則
と
し
て

毎

週

水

曜

ト

ロ

ッ
コ
利
用

(個
人
対
象
)

第

1
・
3
金
曜

パ
ス
刺
用

(団
体
対
象
)

第

2
・
4
金
曜

。

(

個
人
対
象
)

小
学
校
3
年
以
上
の
健
康
な
方

た
だ
し
、
屋
内
博
物
館
を
見
学
し
た
こ
と
、が
あ
る
方
に
限
り
ま
す
。

参
加
者
一

部
負
担
金
と
し
て
、

大
人

1
、
7
0
0
円

子

供

1
、
0
0
0
円

※
保
険
料
含
む
。

立
山
カ
ル
デ
ラ
砂
防
樽
物
館
、
市
町
村
窓
口
、
県
庁
正
面
窓
口
な
ど

に

備
え
付
け
る
応
募
要
領
を
ご
覧
く
だ
さ
い

D

対

象

[費

用

[
応
募
方
法
]

-
新
し
い
観
先
ス
ポ
ッ
ト

夏
休
み
や
秋
の
観
光
シ
ー
ズ
ン
、
立
山
駅
前
は
ア
ル
ペ
ン
ル

l
卜
に
向
か
う
観
光
客
で

あ
ふ
れ
る
こ
と
か
ら
、
県
で
は
こ
れ
ら
の
方
々
に
も
ぜ
ひ
博
物
館
に
立
ち
寄
っ
て
い
た
だ

き
、
「
も
う
一
つ
の
立
山
」
を
知
っ
て
も
ら
い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
博
物
館
で
は
、

観
光
客
の
た
め
に
立
山
の
見
ど
こ
ろ
と
詳
し
い
気
象
情
報
を
提
供
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

立
山
カ
ル
デ
ラ
の
大
自
然
や
、

砂
防
事
業
で
災
害
を
克
服
し
て
き

た
人
間
の
努
力
と
英
知
を
紹
介
す

る
立
山
カ
ル
デ
ラ
砂
防
博
物
館
。

驚
き
と
感
動
に
き
っ
と
出
会
え
ま

す
。
ど
う
ぞ
お
楽
し
み
に
。

立山カルデラ砂関博物館(屋内博物館)ご利用案内

観覧料 大人 400円 (団体320円)

(20山)
高校・大学生 320円 (q 200円)

小中学生 200円 (q 120円)
団体料金

※立山博物館 (展示館・這望館・まんだ ら

遊苑)との共通利用券もお得です。

大人 960円 (240円お得，)

高校・大学生 600円 (360円お得)

小中学生 360円 (240円お得:)

開館時間 午前 9時30分~午後 5時

休館日 毎週月曜 (祝日の場合はその翌日)

交通案内 富山地方鉄道立山駅から徒歩 1分

問合せ先
立山カルデラ砂防博物館
TEL.0764 (81) 1160 

8 
A オーブンに向け整備が進む立山カルテ.ラ砂防博物館

【
立
山
山
富

そ
⑫
ほ
か
⑫
雷
題
目

9 

立
山
駅
i
立
山
博
物
館
に

シ
ャ
ト
ル
パ
ス
運
行

立
山
山
麓
を
訪
れ
る
観
光
客
の
利
便
性
を
確
保
す
る
に
は
、

魅
力
的
な
ス
ポ

ッ
ト
を
結
ぶ
循
環
パ
ス
が
必
要
で
す
。
県
で
は

そ
の
定
期
運
行
に
向
け
た
課
題
を
探
る
た
め
、
立
山
駅
と
立
山

博
物
館
を
結
ぶ
シ
ャ
ト
ル
パ
ス
を
試
験
運
行
す
る
こ
と
に
し
て

い
ま
す
。
立
山
カ
ル
デ
ラ
砂
防
博
物
館
と
立
山
博
物
館
を
両
方

訪
れ
た
い
時
に
も
大
変
便
利
な
シ
ャ
ト
ル
パ
ス
。
皆
さ
ん
も
、

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

[
運
行
期
間
]

7
月
げ
日
(
金
)
1
8
月
間
日
(
日
)

9
月
刊
日
(
金
)
1
9
月
初
日

(日
)

叩
月
2
日
(
金

)
i
叩
月
什
日

(日
)

※
立
山
博
物
館
の
休
館
日
は
運
休

[

運

賃

]

片
道

3
0
0
円
(
こ
ど
も
半
額
)

(※寺田乗換え)

{地鉄電車] 【シャトルパス]

富山駅発立山駅着 立山駅発 立山博物館着

8:29→ 9:28 9:40→ 9:52 

9:02→ 9:52 10:25→ 10・37

※10:03→ 11 :07 11 :15→ 11 :27 

10:26→ 11・20 12:25→ 12:37 

11:45→ 12:46 13:10→ 13:22 

12:56→ 13:55 14:10→ 14:22 

13:49→ 14:52 15:10→ 15:22 

14:37→ 15:42 16:00→ 16・12

【シャトルパス] {地鉄電車}

立山博物館発 立山駅着 立山駅発 富山駅着

10:00→ 10:12 10:23→ 11 :29 

10:45→ 10・57 11 :20→ 12:18 

11 :35→ 11 :47 12:21→ 13:28 

12:45→ 12:57 13:13→ 14・10

13:30→ 13:42 14:00→ 14:58 

14:30→ 14:42 ※15:03→ 16:07 

15:30→ 15:42 ※16:08→ 16:54 

16:20→ 16:32 16:54→ 17:45 

運行ダイヤ

間
合
せ

富
山
地
方
鉄
道

8
0
7
6
4
l
担

1
3
4
5
6



申

q
J

+宇
A
W

l
卜

ν
佳
木

苗
努

+bu匂

掛
川
M

E
W又

爪

ω
岬ソ

E

『
，

Jo--ノ
由
園
田
似

細
陪

附
阻
附

回
出
岡

田
原

山
川
出
【

宮
田

最優秀賞(1点) 賞金 5万円

優 秀 賞 (5点程度)賞金 1万円

※同一作品複数の場合は抽選とします。

6月1日(月)ー 7月31日(金) 当日消印有効

・応募作品は、自作の未発表の ものに限り ます。

. 1人で何点でも応募でき ますが、ハガキ 1枚じ

[表]

山 一094

醒康県国際ブ ー〒 住山市宜町

称募霊 ザ建ラ 北館陪ア4 1t 4 

集係 設室

官製ハガキに次のと おり記載してく ださい。

[裏]

愛
称
(
ふ
り
が
な
)

愛
称
の
簡
単
芯
説
明

住
所

氏
名
(
ふ
り
が
芯
)

年

齢

・

性

別

職
業
(
学
校
名
、
学
年
)

電
話
番
号

日
司

z
r
t
 

期

点

付

意

受

注

応募方法

戸~

員

トレーニングルーム、スタジオ
ジョギング走路、温水プール
バーデゾーン (気泡浴、ミストサウナ等)
湯治庵 (薬湯、露天風目等)、 1冥想室

など

トリムコース、屋外プール
ゲートポール場、パークゴルフ場
アドベンチャーフィールド など

県では、県民一人ひとりにあ った健康づくりを提案する

(健康づ くりの中核基地〉として富山県国際健康プラザの

整備を進めています。富山空港に近い富山市友杉・任海地

内に来年夏、 オープンの予定です。

富山県国際健康プラザは次のような施設から構成されます。

資料閲覧室、情報交流室、国際交流室
研究室・実験室 など

目h

台

常設展示室、研修室、実習厨房
情報コーナー など

内

館

屋外健康づくり施設

健康スタジアム

国際伝統医学センター

称

品~

-+-手ヰ

名

，品、
ロロ生

富山パイロットクラブ 伊ロジェクト部長

桜
が
満
開
の
土
曜
日
、
富
山
駅
北
に
あ
る
と
や
ま
白
遊
館

で
、
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
「
奈
緒
ち
ゃ
ん
」
の
よ
映
会

と
県
内
で
活
躍
す
る
知
的
障
害
者
の
バ
ン
ド
「
ラ
ブ
、ハ
ン
ド
」

の
演
奏
会
が
開
催
さ
れ
た
。

映
画
「
奈
緒
ち
ゃ
ん
」
は
、
生
ま
れ
つ
き
重
度
の
て
ん
か

ん
と
知
的
障
害
を
も
っ
少
女
「
奈
緒
ち
ゃ
ん
」
の
十
二
歳
か

ら
二
十
歳
ま
で
の
記
録
映
画
で
、
家
族
や
地
域
の
人
た
ち
と

の
関
わ
り
を
日
常
の
こ
と
と
し
て
描
い
て
い
る
。
画
面
い
っ

ぱ
い
に
屈
託
の
な
い
笑
顔
を
ふ
り
ま
く
奈
緒
ち
ゃ
ん
。
彼
女

が
育
っ
と
同
時
に
彼
女
の
存
在
が
、
家
族
や
友
達
、
近
所
の

人
々
を
勇
気
づ
け
て
い
く
様
吾
が
さ
り
げ
な
く
展
開
さ
れ
て

お
り
、
と
も
す
れ
ば
舎
の
日
本
で
見
失
わ
れ
が
ち
な
「
普
通

の
し
あ
わ
せ
」
が
映
っ
て
い
る
。
観
て
い
る
私
た
ち
自
身
が
、

奈
緒
ち
ゃ
ん
の
成
長
に
立
ち
合
っ
た
身
内
で
あ
る
か
の
よ
う

に
さ
え
感
じ
ら
れ
た
。

「
ラ
ブ
バ
ン
ド
」
は
、
県
内
の
知
的
障
害
者
の
人
た
ち
で

つ
く
る
、ハ
ン
ド
。
「
上
を
向
い
て
歩
こ
う
」
や
「
マ
イ
ウ
工

属
磁
E
E
E
-E
1
岡、.
S

イ
」
を
得
意
と
し
、

羽
温
冒
h
E
R寸

Fh
a

難
し
い
と
さ
れ
る

兵
器

'
i
-p
j
a

M

す
ば
る

vsr
r町長
官

1
1
41a臨

「
昂
」
に
も
挑
戦
、
そ

，

同

a

一
事
パ
コ

陸

自

ヴ

mp
hi
-
-岡
田
鶴

の
笑
顔
と
元
気
あ
ふ

m
w

y

噌
罰
司
岨
司

a
，a盤
れ
る
演
奏
に
観
客
の

中
部
引

H
H
Uド
y
圃
I
SH
睡

喝
采
を
浴
び
た
。
舞

1
対
的
院
幽
・
・
・
・
・
臨
調

台
に
か
け
る
情
熱
は
、

陸
密
議
闘
闘
陸

Fι
脳
圏一

ら
ブ
ロ
を
も
超
え
る
感

園
田
開糠
掴
薗
阻
唱

-a
園
田

川

動

を

呼

ん

だ

。
も
う

制
M
Eg
a
-サ
t
l
!
ー、国・
・司
u
m
N刈
J
M世
M
園
田
園
・

F
?十
国
副
E
EE
E
E
M

す
ぐ
、
十
曲
を
マ
ス

.. ，¥

j

j

長
?

ー
!

h

ら

回
ち

-目

li
t
E睡
眠
『
臨

緒
タ
ー
し
た
記
念
に
リ

・・圃.4
遡
唱
調
週
圃
冒
冒
咽
E
4
園

祭

-
F也
E
E
EE
れ

包

配
サ
イ
タ
ル
を
開
く
そ

園
田
園

E
F一週
十

つだ
。

園
田
園
a
--
E
E
E'
-f
i
L

こ
の
イ
ベ
ン
ト
を

主
催
し
た
の
は
「
富
山
パ
イ
ロ
ッ
ト
ク
ラ
ブ
」
、
現
在
一
一
十

八
名
の
女
性
か
ら
怠
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
で
あ
る
。
自
体

は一

九
一
二
任
に
ア
メ
リ
カ
の
女
性
を
中
山
と
し
て
結
成
さ

れ
た
国
際
的
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織
で
、
富
山
県
で
は
昨
年

二
月
に
三
十
代
か
ら
六
十
代
ま
で
の
さ
ま
ざ
ま
な
立
場
の
女

性
二
十
五
名
で
発
足
、
「
知
的
障
害
者
と
の
共
生
」
を
テ
ー

マ
に
「
い
っ
し
ょ
に
町
に
出
ょ
う
」
と
活
動
を
重
ね
て
い
る
。

映
画
「
奈
緒
ち
ゃ
ん
」
上
映
は
、
ク
ラ
ブ
の
年
間
イ
ベ
ン

ト
と
し
て
半
年
前
か
ら
企
画
さ
れ
た
。
映
画
会
社
と
の
交
渉

か
ら
、
広
報
、
チ
ケ
ッ
ト
販
売
、
会
場
設
曽
ま
で
ま
さ
に
手

作
り
。
二
十
八
名
の
女
性
た
ち
が
、
知
恵
と
行
動
力
で
開
催

に
こ
ぎ
つ
け
た
。
女
性
お
得
意
の
「
切
り
詰
め
る
と
こ
ろ
は

徹
底
的
に
」
を
実
践
し
て
、
わ
ず
か
だ
が
黒
亨
が
出
た
。

一

部
を
ラ
ブ
バ
ン
ド
の
楽
器
購
入
に
あ
て
て
も
ら
う
こ
と
に
し

て
い
る
。
し
か
し
一
一
琶
の
収
穫
は
何
と
い
っ
て
も
、
ク
ラ
ブ

員
自
身
が
、
あ
た
り
ま
え
に
あ
る
「
い
つ
も
の
し
あ
わ
せ
」

を
見
つ
め
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
私

自
身
が
そ
う
で
あ
っ
た
。

「
重
油
流
出
の
海
岸
清
掃
に
福
井
ま
で
行
っ

て
き
た
」

「環
境
教
育
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く

り
に
奔
走
中
」
「
里
山
の
自
然
を
解
説
し
て
き

た
」
「
医
療
介
護
の
講
習
を
受
け
た
」
。
こ
れ
ら

は
、
最
近
何
気
な
く
会
話
し
た
友
人
た
ち
の
近

況
で
あ
る
。
三
十
代
か
ら
四
十
代
の
ご
く
普
通

の
家
庭
と
仕
事
を
も
っ
女
性
た
ち
だ
。

阪
神
・
淡
路
大
震
災
以
来
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
い
う
言
葉
は
生
活
の
中
に
浸
透
し
て
き
た

が
、
昨
舎
は
実
際
に
行
動
に
移
し
て
い
る
例
を

よ
く
耳
に
す
る
。
特
に
女
性
が
多
い
。
時
に
は

嬉
々
と
し
て
活
動
す
る
彼
女
た
ち
の
姿
に
「
女

性
は
し
が
ら
み
が
な
い
分
、
行
動
力
が
あ
る
」

と
評
す
る
男
性
た
ち
も
い
る
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
は
そ
れ
だ
け
で
続
け
ら
れ
る
も
の
で
は
な
さ

そ
う
だ
。
彼
女
た
ち
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
通
じ

て
、
自
分
を
再
発
見
す
る
手
応
え
を
感
じ
て
い

る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

っき作品 1点でお願いします。

-採用の際には補作することがあります。

-入賞作品の著作権は、 富山県に帰属し ます。

函館閣の航空便が再開されました。

県庁国際健康プラザ建設室

ft 0 7 6 4 (44) 9 6 5 7 

今年も6月1日から 10月31日まで毎日運航されます。

問合せ

富山

10 

」ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー--ーーーーーーーー---------ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー一一一一一一一一一一ーーー一一一一一一一一一ーーーーーーーーーーーーーーーー

函館は、五稜郭、ハ リス トス正教会や、美しい夜景で知られる函館山など観光スポットがたく さん。ウニ・

イク ラなどの海の幸も豊富です。皆さん、富山一函館便を利用して北海道の魅力を満喫 してみませんか。

今年ーは、 往復料金が20%割引と なり、大変利用 しやすくなっています。

(株)

3463 

中日本エアラインサービス

1日1往復

( 6月1日'""10月31日)

富山発10: 10→函館着12: 00 

函館発16: 05→富山着18: 05 

フォ ッカ-50 (56席)

大人片道24，360円 (往復38，980円)

(44) 位。764県庁航空対策室

運航会社

運航便数

運航ダイヤ

運航機材

航空運賃

問合せ

2 

3 

4 

5 

企「ラブバン ド」の熱演企上映会の受付 (左端が筆者)

11 



、 暮らしの イ
③ Fぐの ベ⑥'@ノミ①

最
近
人
気
の
ワ
イ
ン
に
つ
い
て
、

質
問
に
お
答
え
し
ま
す
。

Q
ワ
イ
ン
の
お
い
し
い
飲
み
方
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

h
、
つ
イ
ン
を
お
い
し
く
飲
む
コ
ツ
は
、
料
理
に
あ
っ
た
つ
イ
ン
選

』
，

び
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
適
温
や
栓
を
抜
く
タ
イ
ミ
ン
グ
に
気
を
つ

け
る
こ
と
で
す
。

一
般
的
に
、
肉
料
理
に
は
赤
ワ
イ
ン
が
適
し
て
い
る
と
い
わ
れ
ま

す
。
室
温

(十
七
度
ぐ
ら
い
)
の
赤
ワ
イ
ン
を
、
食
事
の
一
時
間
ほ

ど
前
に
栓
抜
き
し
て
空
気
に
触
れ
さ
せ
て
お
く
と
、
味
と
香
り
、
が
際

だ
ち
ま
す
。

魚
や
鶏
の
料
理
に
は
白
ワ
イ
ン
が
適
し
て
い
る
と
い
わ
れ
ま
す
。

十
度
ぐ
ら
い
に
冷
や
し
た
白
ワ
イ
ン
を
直
前
に
詮
抜
き
す
る
と
よ
い

で
し
ょ
う
。

ま
た
、
い
ず
れ
の
料
理
に
も
あ
う
と
い
わ
れ
る
ロ
ゼ
つ
イ
ン
は
、

室
温
に
し
て
も
冷
や
し
て
も
よ
く、

直
前
に
栓
抜
き
し
ま
す
。

Q
ワ
イ
ン
が
健
康
に
よ
い
と
い
わ
れ
る
の
は
な
ぜ
で
す
か
っ

、
ワ
イ
ン
に
は
、
酒
石
酸
、
リ
ン
ゴ
酸
、
乳
酸
と
い

っ
た
天
然
の

d
F
有
機
酸
や
、
カ
リ
ウ
ム
、
カ
ル
シ
ウ
ム
な
ど
の
ミ
ネ
ラ
ル
分
、が

多
く
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
唯
一
の
ア
ル
カ
リ
性
ア
ル
コ
ー
ル

飲
料
な
の
で
、
食
事
の
際
に
ワ
イ
ン
を
飲
む
こ
と
に
よ
り
、
酸
性
過
多

に
な
り
が
ち
な
食
生
活
の
バ
ラ
ン
ス
を
取
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
す
。

さ
ら
に
、
赤
ワ
イ
ン
は
、
醸
造
段
階
で
果
皮
や
種
子
を
取
り
除
か

な
い
こ
と
か
ら
、
動
脈
硬
化
を
防
ぐ
と
言
わ
れ
る
ポ
リ
フ
エ
ノ
ー
ル

(渋
み
の
成
分
タ
ン
ニ
ン
や
色
素
の
ア
ン
卜
シ
ア
ン
な
ど
の
総
称
)
が

豊
富
に
含
ま
れ
て
お
り
、
最
近
特
に
人
気
が
あ
る
よ
う
で
す
。

し
か
し
、
い
く
ら
健
康
に
よ
い
と
い
っ
て
も
飲
み
す
ぎ
は
禁
物
で

す
。
楽
し
く
ワ
イ
ン
を
い
た
だ
く
た
め
に
も
適
量
に
心
が
け
て
く
だ

さ
い
。

相
談
は
、
富
山
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

同
セ
ン
タ
ー
高
岡
支
所

電
工
白

0
7
6
4

一E
E
=
=
ロ

電
工
白

0
7
6
6

一喧

E
=
=
ロ

(ロ)
(出
)
2 9 
7 2 
'7 3 
7 3 

し

路
宙

電
車
、
万
え
る
'闘._

F 臼可

。

たり貨専緒抜駅線面 と待るキ
併専る物用にき前路電万きち 。口加
用用と線軌走通をを車葉 、や フ?を越
軌軌再を道るり出走の線車対三約能
道道びオとがの発る区の内向 J四鉄
でと併!な、併し区間特に列;十道
はな用バりや用た間)徴は車己分の

時い世し 走ド少 q軌|長が軌電)とはーと「で万
代今界、利行もし 道クいて道草が専併瞬のガ結葉
の目的い用音少遠そに口陸工をは存周用の行タぶ線
新もにま者がし慮れなス橋場パし在軌軌静き l路は
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ぶ与にと 。 とス 圃園f¥"ff I ，_t ~ ¥志、 極圏、発二
07ましし いピ 園田rIl J官 IJ))) ・『イ言車

② 

.~ 

三J

ぶl;景

12 

合
同
公
的
施
設
、
た
と
え
ば
博
物
館
や
美
術

館
の
レ
ス
ト
ラ
ン
と
い
う
と
以
前
は
あ
く

ま
で
も
入
館
者
用
と
い
う
印
象
が
強
か
っ

た
が
、
最
近
は
入
館
料
を
払
わ
な
く
て
も

レ
ス
ト
ラ
ン
だ
け
利
用
で
き
る
と
こ
ろ
が

増
え
て
き
た
。
今
月
号
の
「
と
や
ま
遊
学

感」

・で
紹
介
し
た
氷
見
市
海
浜
植
物
園
の

イ
タ
リ
ア
ン
レ
ス
ト
ラ
ン
「
バ
ル
カ
ヴ

正
|
ラ
」
も
そ
の
ひ
と
つ
。
夜
も
営
業
し

て
い
る
し
、
料
理
は
本
格
的
で
予
約
す
れ
ば

コ
ー
ス
料
理
も
楽
し
め
る
。
眺
め
も
い
い
か
ら
デ
ー
ト

ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
も
結
構
利
用
さ
れ
て
い
る
よ
う
だ
。

富
山
が
も
っ
と
魅
力
的
に
な
る
た
め
に
も
、
こ
ん
な
素

敵
な
庖
に
は
ど
ん
ど
ん
が
ん
ば
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思

う
。
ち
な
み
に
、
自
分
も
こ
こ
の
カ
ル
ポ
ナ
1

ラ
ス
パ

ゲ
テ
ィ
が
好
き
で
た
ま
に
利
用
す
る
。
欲
を
言
え
ば
、
も

う
少
し
ボ
リ
ュ
ー
ム
が
あ
る
と
も
っ
と
う
れ
し
い
の
だ

が
・
:
。

(
Y
)

女
「
と
や
ま
音
の
あ
る
風
景
」
の
原
稿
執
筆
に
あ
た
っ

て
、
実
際
に
万
葉
線
に
乗
っ
て
み
た
。
高
岡
駅
で
パ
ン

や
デ
ザ
ー
ト
を
買
っ
て
い
ざ
出
発
!
車
窓
か
ら
見
え
る

街
並
み
は
自
動
車
か
ら
の
も
の
と
は
一
昧
遣
い
、
ち
ょ

っ
と
し
た
小
旅
行
気
分
。
ま
た
、
終
点
の
越
ノ
潟
か
ら

は
フ
ェ
リ
ー
に
乗
っ
て
対
岸
の
堀
岡
付
近
を
散
策
。
ぽ

か
ぽ
か
し
た
陽
気
と
潮
風
が
何
と
も
言
え
ず
気
持
ち
よ

か
っ
た
。
身
近
な
万
葉
線
を
利
用
し
て
の
、
の
ん
び
り

と
し
た
休
日
、
一
度
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
(
I
)

• • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 
とやま遊学感で紹介した f氷見市海浜植物

園jの入園券とPINUP TOYAMAの写真(ワ
イド六ツ切)をそれぞれ5名の方にプレゼント
します。官製ハガキに下記のとおり記載して
お申し込みください。6月30日(火)消印有効
です。
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号

プ
レ
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ン
ト
係
あ
て

口希
望
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
名

氏

名

年

齢

住
所

電
話

本
誌
の
入
手
方
浩

本
誌
を
読
ん
だ
感
想

万
葉
線
電
車

※
万
葉
線
全
線
と
パ
ス
(高
岡
駅
前
l
雨
晴
駅
前
)
、
義
経
ゆ
か
り
の
如
意
の
渡
が
二
日
間
乗
り

放
題
の

「
ぐ
る
ー
っ
と
万
葉
フ
リ
l
き
っ
ぷ
」

(大
人
九

O
O
円

こ

ど
も
四
五

O
円
)
が
発

売
さ
れ
て
い
る
。

発
売
箇
所
/
高
岡
駅
前
加
越
能
パ
ス
案
内
所
、

加
越
能
鉄
道
本
社
ほ
か

問
合
せ
先
/
加
越
能
鉄
道
営
業
部

E
O
七
六
六
(
二
二
)
同
八
八
八



く〉

。
。

環
境
庁
で
は
、
こ
の

3
月
、
全
国
の
優
れ

た
水
浴
場
の
申
か
ら
「
日
本
の
水
浴
場
町
選

j
清
潔
安
心
楽
し
い
水
辺
j
」
を
選
定
し
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
水
質
が
良
好
で
快
適
な
水
浴
場

を
広
く
普
及
す
る
こ
と
な
ど
を
目
的
と
し
て
設

け
ら
れ
た
も
の
で
、
富
山
県
か
ら
は
、
島
尾
・

松
田
江
浜
(
氷
見
市
)
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

く>

。
く〉

企
画
発

行

富

山
県
企
画
部

広

報

課

富
山
市
新
総
曲
輪
1
'
7

日 の水?谷場55選
却選定ωゃ昂属。松圃江浜 C氷見而》

宮
引

'3
1
3
1
(県
民
相
談
電
話
)

立
山
連
峰
の
雄
大
な
山
並
み
が
富
山
湾
に
浮
か
ん
で
見
え
る
白
砂
青
松
の

海
水
浴
場
で
、
能
登
半
島
固
定
公
園
の
特
別
地
域
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
万
葉
の
歌
人
大
伴
家
持
が
、

し
ぶ
た
に

:
渋
谷
の
崎
た
も
ど
は
リ

松
田
江
の
長
浜
過
ぎ
て
・
:
(万葉
集
巻
十
七
・
三
九
九

ご

と
詠
ん
だ
万
葉
集
ゆ
か
り
の
地
で
す
。
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